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1.は じめに

理科授業に 「身近 もの」を用いる有効性については古くから様々な形で論 じられている

(例えば,人 見,2014;片 山,2020)。 それは 「身近なもの」 とい う概念の広範 さに由来

す るものと思われる。筆者は,本 稿における 「身近なもの」を 「生活の中にあ り,見 た り,

使 った りしているもの」 としてとらえ,ま た,そ れを試 し探ることか ら広い意味での理科

がはじまると考えている。これまで,「身近 なもの」を理科授業で扱 うと,子 どもの興味 ・

関心を引き出せた りすることは経験的に感 じていたが,そ の意味について考察 したい と考

えた。筆者 は,2018年 か ら2021年 にかけて京都教育大学理科教育研究室に所属 し,「身近

なもの」をめ ぐって様々な探究を行ってきた。そこで得 られた探究経験か らの知見をもと

に,「 ワラビモチ」を題材 とした理科学習を開発 し,「身近なもの」について考察すること

を目指 した。

本研究では,ま ずワラビモチを 「身近 なもの」 として筆者自身が探究 し,次 いでその探

究経験をもとに授業化 して実践 した。そ こで見えてきた 「身近なもの」についての学習者

の認識を分析 し,理 科授業で 「身近なもの」を扱 う意味について考察 した。分析結果 より,

「身近なもの」 と自身 との関わ り方には,間 接的(イ メージや想像等)と 直接的(五 感 を

使い関わった もの)が あることが分かった。 さらに 「身近なもの」を理科授業で扱 うと,

間接的 ・直接的な関わ り方ができ,学 びに広が りと深まりが生 じる可能性が示唆 された。
一方で
,ワ ラビモチの授業前後でワラビモチへの概念変化 はあったが,「身近なもの」とい

う認識の変化はほ とんどなかった。

本稿では,筆 者 の修士研究で得 られた知見 と,ワ ラビモチの探究を中心に 「身近なもの」

を理科授業で扱 うことの意味を述べる。

1.「 身近なもの」の探究経験

ここでは,筆 者がこれまでに行った探究について述べ,ワ ラビモチの探究を説明す る。

1.本 研究で行った探究

本稿で述べる探究 とは,村 上が提唱する自由度の高い協働的な探究学習(村 上,2019)

であるとともに,自 身の知見 を重視 した真正な探究(道 津,2021)の ことである。

以下に身近なもので行 ってきた こと,お よびその内容にっいてま とめた(表1)。

一39一



表1身 近なものを使い探究したこと

実施時期 行った こと 内容 わかったこと

2018年9月 ～ 入浴剤 手に入りやすい市販品(重 曹 ・ 市販されているものが子ども

2019年3月 づくり クエン酸 ・片栗粉)で 入浴剤づ にとって,身 近なものか疑問に

く りを した 。 な っ た 。

2019年4.月 ～ 水道水を 生活用水を川から採水 し,3日 水道水には無意識のうちに安

2020年2月 使わない 間過ごした。川 か ら水 を運び, 心感があることに気づいた。採

生活 水を煮沸ろ過し,飲 料水とし 水し運び,煮 沸ろ過した水を飲

た。洗い物や トイ レの水も運ん む時に,自 然 と一体になる感覚

だ水を用いた。 があった。

2019年10月 ～ ふりこの N小 学校5年 生に対 し,「ふ りこ」 授業は満足度が高く,楽しく学

2020年3月 授業づくり の単元にて身近なものをなる んでいた。授業後に学習意欲が

べく用いた授業を行った。体育 高い4割 の児童がふりこにつ

館に6mの ふ りこをつ くり,身 いてブランコや 自作のふ りこ

近なもの(ブ ランコやメ トロノ を用い授業外でも学習をして

一ム)を 例 に授業を行った
。 い た 。

2020年2月 ～ ワラビモチ 美味しいワラビモチをつ くれ ワラビモチに対する認識が広

2021年2月 づ く り※ るよ うに野生 の ワラ ビか らワ が り,深 まった。授業化 しワラ

ラビ粉デンプンを取 り出した。 ビモチの面 白さを伝えたい。

行ったことをまとめた(図1)。

※本稿で行ったワラビモチに関する実践

2.ワ ラビモチづ くりの探究

美 味しいワラビモチづくりを目標とし

以下の活動を行った。

・老舗わ らび餅店 「洛匠(以 下:老

舗)」 の職人からのつ くり方の学び

・様 々なデンプンを用いてワラビモ

チつ くり

・野生のワラビを掘 り,ワ ラビの根

茎か ら取 り出し採取,デ ンプン抽出

・本 ワラビ粉デンプンを用いたワラビ

モチづ くり

これ らの経験について思考 ・感情 ・

希望 をポー トフォ リオに記録 として

残 した。このポー トフォ リオの記述か

ら行 ったことを時系列 に分類 し,体 系

化 した(図1)。

図1ワ ラビモチづくりの探究経験
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図1か ら 「ワラビモチづくりについて」,「ワラビモチの特徴 について」,「デ ンプンにつ

いて」の3点 について 自身の知見を重視 しワラビモチの認識を広げるとともに深めなが ら

探究を行 ったことが分かった。

皿.ワ ラビモチづくりの授業実践

ワラビモチについての探究経験を活か した授業デザイ ンを行い,授 業実践 を行った。そ

の内容について以下に述べる。

1.授 業デザイン

筆者は,ワ ラビモチの授業実践で学習者に以下の2点 を体験 してもらいたい と考えた。

(1)ラ ビモチをつ くる中で不思議を見つけてもらうこと。

(2)ワ ラビか ら取 り出 した本 ワラビ粉でつ くったワラビモチを食べてもらうこと。

この2点 を体験 して もらうための授業 の流れは以下の5つ の要素で作るもの とした(表2)。

表2ワ ラビモチの授業の流れと筆者の思い

授業の流れ 授 業で学んでほしいこと・筆者 の思い

①
身近なデンプ

「デンプンが身近なものにも含まれていること」を学んでほしい。

筆者 はワラビモチがデンプンと水 と砂糖からっくれることをワラビモチの特徴として学んだ。デンプンが含

まれているかをヨウ素デンプン反応 で調べた。この経験 を遍体験 してほしい と思い,受 講者 に「身近なもの
ン調べる でデンプンが含まれていそうなもの」を持 ってきてもらい,調 べた。

②
老舗のワラビ

「ワラビモチが美味しいことと,ワラビモチが簡単につくれる」ことを学んでほしい。

筆者 は職 人(老舗)か らつくり方教えてもらう機 会があり,はじめて美 味しいと思うワラビモチを自身の手で
つ くることができた。この経験 は受講生全員 にしてほしいため,老 舗の味を再 現できるレシピを自作し,誰

モチづ くり でも簡単にワラビモチをつくれるようにした。

③
自由に美味し

「美味 しいワラビモチをつくる試 行錯誤 を行 い,ワラビモチをつくる楽しさ」を学んでほしい。

筆者 は美 味しいワラビモチをつくるために色 々なデンプンでワラビモチづくりを行 った。これを行 い,色 々

なワラビモチを食べる中で,「ワラビモチ」と思うことができるものの概念 が確立されていった。この経 験を少
いワラビモチ しでも受講 生にもしてほしいと考 え,美 味しいワラビモチを班 で協力して試行錯誤してもらった。

づくりを行う

④
ワラビの根茎

「ワラビの茎からデンプン(本 ワラビ粉デンプン)を取り出せること」を学んでほしい。

筆者 はワラビからワラビモチ ができることが信 じられなかった。ワラビから本ワラビ粉 デンプンをつくれた時

に感 動した。植物にデンプンが含まれていることは教科書で学んでいたが,自 身の手で吸引ろ過すること
から本ワラビ粉 で取 り出せたときに実感を伴った学びになった。授業でも受講者 に本ワラビ粉デンプンを取 り出せるように

デンプンの取 取り出す ための方法をレシピ化した。掘 ってきたホンモノのワラビに触れ,五 感を使 い本ワラビ粉デンプン

り出す
を取り出してもらった。

⑤
本ワラビ粉デ

「ワラビから取り出した本ワラビ粉 デンプンでワラビモチをつくり,味に感動 してほしい。」

筆者 は,自 身の手で取り出した本ワラビ粉デンプンを使ったワラビモチづくりをしたときに,ワ ラビモチが
茶 色くなっていた。この見た目とワラビからできている点から美 喋しそうだと思わなかった。そう思っていた

ンプンのワラビ が,こ のワラビモチを食 べたときの美味しさに感動した。この感動 を他 の人 にも伝えたいと思った。受講者
モチづくり にワラビからつくったワラビモチを食べてもらい,一からワラビモチができる流れを知ってもらった。

2.授 業の概要

本授業実践は,京 都教育大学の 「理科教材論実践演習」を受講 している学生(18名)を

対象 に,2020年11月12日 と11月19日 の2週 に分け,全240分 で実施 した。

以下に実践 した内容 を示 した(表3)。
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表3実 践した授業の指導案

学習活動 T:教 師の働きかけ ☆:教 師の支援 時間

L:学 習者の反応 ○:指 導上の留意点

①身近なデ T:ワ ラビモチは何からできているか考えよう。 ☆様々なデンプンのわらび 30分

ンプンを調 L,:ワ ラビ,片 栗 粉,デ ンプ ン。 餅を用意した

べる T:市 販のわらび餅の成分を見よう。 ○ヨウ素液をスプレーボト

■:レ ン コ ンデ ンプ ン,馬 鈴薯,片 栗粉 。 ルに入れで吹きかけられる

T:ヨ ウ素液でデンプンを調べる。 よ うに した。

L:持 ってきたパンにヨウ素液をかけた。 ○紙やパンを用意した。

②老舗のワ T:老 舗のワラビモチをレシピ化したから,こ のレシピ ○老舗のワラビモチづくり 30分

ラビモチづ に沿 ってつ くっ てみ よ う。 の レシ ピを配 った。

く り L:班 で協力しさつまいもデンプンでワラビモチをつく ○レシピにある準備物をそ

れた。味付けに砂糖と抹茶を加えた老舗のワラビモチの うえ配置した。

味美味しい。 ☆レシピでわからない行程

は随時補助した。

③ 自由に美 T:班 ごとに自由により美味しいワラビモチをつくって ○様々なデンプンで自由に 90分

味しいワラ み よ う。 ワラビモチづくりをした

ビモチづく L:次 は レン コンデ ンプ ンで つ くっ てみ よ う。 (3回 程 度)。

りを探る L:も っと甘くしたいから砂糖を多くしてつくる。 ☆必要なものやわからない

T:ワ ラビモチづくりで探ったことと出てきた不思議を こ とを聞 き,ワ ラビモ チづ

班ごとに発表してください。 くり安心して行えるように

L:デ ンプンによって白くなるものと,透 明になるもの 促 した。

が あった。 ○答えられる不思議には答

L:砂 糖を入れると固まっていたワラビモチがとろけた えた。

のが不思議だった。 ☆不思議を共に考えた。

④ワラビの T:ワ ラビは根茎にデンプンを貯めるシダ植物です。今 Oワ ラビの根茎を準備して 30分

根茎から本 日はこのワラビの根茎からワラビのデンプン(本ワラビ お いた。

ワラビ粉デ 粉デンプン)を 取 り出そう。 ○ワラビの根茎から本ワラ

ンプンを取 L:ワ ラ ビの根 茎 って こんなに 太い の。洗 った り,す り ビ粉デンプン取り出し方の

り出す つぶしたり,ワラビのデンプンを取 り出すのも大変なん レシピを配布した。

だ。 こ しきで こす のが難 しい。 ☆レシピで分からない行程

T:片 づ け を行 い ま しょ う。 があれば手伝った。

⑤本ワラビ T:取 り出した本ワラビ粉デンプンの重さを班ごとに測 ○濾過 ・乾燥(前 時処理済 60分

粉デンプン ってみ よ う。 み)し た本ワラビモチ粉デ

のワラビモ T:取 り出した本ワラビ粉デンプンでワラビモチづくり ンプンを各班に手渡した。
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チづ く り を しよ う。 0ワ ラビモチづくりが班ご

L:本 ワラビモチデンプンでつくったワラビモチはとろ とに行えるようにコンロや

みが強く茶色っぼくなった。 鍋などを準備した。

T:ワ ラビモチづくりで探ったことと出てきた不思議を ☆ワラビモチづくりで分か

班ごとに発表してください。 らないことなどがあれば手

L:本 ワラビモチでつくると茶色になるのはなぜ。 伝 った。

T:片 づ け を行い ま しょ う。

N.授 業分析

1.ア ンケー トについて

実践では授業前後でアンケー トを実施 した。分析 したアンケー トの質問項 目を以下に示

した(表4)。

表4授 業アンケー トの項目

授業前 Q1:ワ ラ ビモチは身近なものだと思いますか。(5件 法)(理 由)

授業後

Q2:ワ ラ ビモチは身近なものだ と思いますか。(5件 法)(理 由)

Q3:ワ ラ ビモチの探究は楽 しかったですか。(5件 法)

Q4:ワ ラ ビモチの探究に満足 しま したカ㌔(5件 法)

Q5:ワ ラ ビモチの探究にや る気 をもって取 り組 めま したカ㌔(5件 法)

Q6:ワ ラ ビモチへの興味や知 りたいことは増 えましたか。(5件 法)

Q7:授 業への意見 ・感想を自由にお書きください。(自 由記述)

2.ア ンケー ト結果

Q1とQ2の アンケー ト結果 を比較 して以下に示す(図2)。

盤
,舞螺

Q2:ワ ラビモチは身透なものだと患いますか

纏思.う

図2授 業前後でのワラビモチの身近なものの認識の結果

授業前は,56%の 受講生がワラビモチを身近 と思 っていた。そ して,授 業後では66%で

あった。授業の前後で,ワ ラビモチを身近に感 じる認識の変化はほとん ど見 られなかった。

また,Q3の 楽 しさについては,「やや楽 しかった」を加 えると100%を 示す。Q4の 満

足度は89%,Q5の や る気 をもって取 り組めたかについては89%,そ してQ6の ワラ ビモ

チへの興味が増えたかについては78%で,全 てに高い結果 となった(図3)。
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灘盗しく獄かった

ニ18

図3Q3～Q6の アンケー ト結果

3.分 析対象

以下(i)(i)の2点 についてKJ法 的手法(川 喜多,2017)で 分析を行った。

(i)身 近なものだと思 う概念変化が質的に起きているか を調べ るため,Q1とQ2の 理由

を分析 した。

(i)5件 法の結果 から満足度や,や る気が高い探究だったが,ワ ラビモチの探究の良さ

がどのような ところにあったのか を探 る。Q7の 授業の意見 ・感想の自由記述 を分析 した。

なお,分 析過程 の詳細については省略す る。

4.分 析結果

(i)の 分析 について

(1)KJ法 的手法 で分析 した結果

Q1の 切片数は22個,小 グループ12個,中 グループ7個 となった。また,Q2で は切片

数は17個,小 グループ8個,中 グループ5個 となった。それ らの結果を表5に 示す。

表5KJ法 的手法で分析した結果

質問項目 切片数 小グループ 中グループ

Q1授 業前の理由 22個 12個 7個

Q2授 業後の理由 17個 8個 5個

(2)図 解 化 か らの叙述化

図解化 した ものの矢印(図4)と 中グループの関係について以下に叙述化 した。そ して,
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ワラビモチを身近に思 う理由と,身 近 に思わない理由を示 した。

授業前の①の矢印は,経 験の有無によって身近に感 じるか否かを示 した。よく食べるこ

とで身近に感 じる人もいたが,あ ま り食べていないことで身近 に感 じない人もいた。この

ことは身近に感 じることに経験の有無が影響 していることを示唆 している。②の矢印は,

その人の持つ身近 さの程 度の違いを表 した。売 っていて身近に感 じる人と感 じない人がい

た。経験をしていても身近 さの程度が人によって異なっていた。

授業後の①の矢印は,経 験の頻度によって身近に感 じることを表 した。②の矢印は,経

験があってもその人の持つ 「身近 さの程度違い」が生 じることを示 した。注 目したいのは,

授業でワラビモチをつ くったからとい う要素が出てきたことである。 ワラビモチを作った

り,食 べた りす る経験 をして も,身 近に感 じること,身 近 さの程度はそれほど変化 しない

ことが本分析よ り示唆 された。

授業前

家で捧 らない1好 き奪演が多い 農拶 髪蠣 よ!よ硬 磯 籔⇔
食べたこと
がある

昔よく食べた
一

L
∠L

② 「 ア
「

①国
、

箏に入れやすい

高級なものを
知っでいる㌧こ

ノ

L

②7〔 食餓 辮

整っているが
身近ではない

⇔ 瞬 膿べ州

図4授 業前後のワラビモチが身近 ・身近でない理由の図解化

(3)聞 き取 り調 査

分析結果か ら,「身近 さの程度の違い」を明らかにするため追加で聞き取 り調査を行 った。

授業前後で ワラビモチが身近でないか ら身近なものへと概念が変化 していた2人(AとB)

と特に変化 しなかった5人(C～G)を 対象に10分 程度の聞き取 り調査 を実施 した。

質問項 目は 「ワラビモチの探究を受けてからの概念変化の有無 についてjと 「身近に思

う基準について」を問 うた。インタビュー調査す る中で,身 近に思 う基準が人によって異

なり,多 様であることが分かった(表6)。
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表6身 近に思う基準の異なり

人物 身近 に思う基準

A 経験があり,理 解 が深 まったもの。よく知 っているもの。
田常生 浩でよく見か けて使 うもの。

B 自身で触 れて知 識 として増えたもの。
日常生活で視 界 によく入るもの。

C 毎 日食べるもの。自分 が好きなもの。

D 知っているだ けでなく,自身が好 きで 関わり続 けているもの。

E 自分が行 動 に移 したいと思うもの。つ くる方法 は授業で

知ったが,家 でも行 お うと思わない。知 って役 に立っもの。

F 食べたことがある。生 活 の中で欠かせ ないもの。

G 好きで,目 常生活 で売っていて,食 べる機会 が多いもの。

自分で作ることができるようになったもの。

(ii)の 分析について

(1)KJ法 的手 法で分析 した結 果

Q7の 切片数は64個,小 グループ21個,中 グループ11個 となった(表7)。

表7KJ法 的手法で分析した結果

質問項目 切片数 小グループ 中グループ

Q7授 業の感想 64個 21個 11個

(2)図 解化 か らの叙述化

図解化 したものの矢印(図5)と 中グループの関係について以下に叙述化 した。

①授業で学んだことを受講者が省察を通 し,認 識す ることで 「世界の広が り」があった

ことを示 している。受講者のこれまでの経験 とワラビモチづ くりの授業 を通 し,ワ ラビモ

チに今までなかった新 しい視点や印象(例 えば,ワ ラビか らワラビモチがつ くれ るな どの

記述があった)が 得 られ,広 がっていた。

②ワラビモチ と受講者がこれまでの 日常生活の中で関わ りや経験を持 っていたことを示

している。Q1よ りワラビモチを授業前か ら身近に感 じてい る人は56%で あった。授業中

に聞いてみると,ワ ラビモチを全 く知 らない という人 はいなかった。授業までの経験(例

えば,"わ らび餅"を 食べたことがある等)と 筆者がワラビモチの探究で得た経験(色 々な

デンプンか らワラビモチが作 られてい る等)も 授業では扱 っていた。

③ ワラビモチの探究活動 を受講生 は楽 しく行えていた ことを示 している。 これ は,ワ ラ

ビに触れるや ワラビモチづくりを通 してワラビモチについて経験 して知 る中で,④ のもっ

と 「やってみたい」などの 「意欲」に繋がっている。

⑤ワラビモチづ くりの探究は,理 科 と食べ物が結びついた授業であったことを示 してい

る。そのため学習者 も学びやすく,⑥ ワラビモチをつ くった り,食 べた りしなが ら学び,

新たな不思議 を見つけていたことが分かった。

⑦ 「ワラビモチ」を食べ,味 覚を使い 「美味 しいワラビモチ」を自由につ くったことを

示 している。その中で⑧の矢印のように,よ り美味しい ものをつ くるためデ ンプンを変え
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た り,砂 糖の変化を調べた りして不思議 を見つけていた。

⑨味覚を使えた ことで 「美味 しい」や 「まずい」 とワラビモチを食べた感想を班員 と共

有 していたことを示 している。共有 していた ことか ら,⑩ の矢印のように食べた感想 を語

り合い 「なんでジャ リジャ リするのだろ う」や 「より美味 しくするために どうするか」な

どの不思議が見つかった。

⑪不思議を班員 と共有す ることも授業では起こっていた。協働 しなが ら,も っと美味 し

い ワラビモチをつ くりたいとい う思いを共有 し,美 味しくす る方法を探っていた。

⑫不思議が見つか ることが意欲にもつながっていた。 この意欲は 「また家でも作 ってみ

たい」や 「色々なデ ンプンの配合で作ってみたい」などの次に行いたいことが不思議 から

わいている記述か ら考えられた。

⑬授業はQ6の ようにワラビモチに興味が増 した受講生は78%だ った。ワラビモチづ く

りで見つけた不思議か ら 「美味 しくするにはどうす るのか」,「ワラビモチの色の変化」,「デ

ンプンの変化」な どに興味を持った と考えられた。そこか ら授業内で 「ワラビモチ」に対

す る概念変化は起きていると考えられた。
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図5ワ ラビモチの探究授業の意見 ・感想の図解化

V.ワ ラビモチの授業実践の成果と課題

1.「 身近 な もの」 への認識 変化

(i)の 分析結果 より,満 足度の高い授業を受け 「ワラビモチに対 しての概念変化」があ

った受講生でも,身 近に思 うとい う認識 の変化は生 じることがほ とんどなかった。これは,

身近に思 う基準が人によ り異な り,授 業で扱 うだけでは身近に思 うことに対 して認識の変

化を与えられ なかったためだと考えた。このことより,身近な ものを理科授業で使っても,

受講生にとって身近に理科を感 じるな ど認識の変化が起こ りにくいことが示唆 された。

2.「 身近な もの」へ の概念変化

(ii)の 分析結果 より,身 近な ものを理科授業で扱 う意味は,受 講二生が五感 を使 い現象

を実際に認識できるところにあると考えた。 ここか ら,身 近な もの との関わ り方には 「間
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接的」 と 「直接的」 の2種 類あることが考えられた。 ワラビモチは,日 常生活の中で 「間

接的」な関わ りがある対象であるため,イ メージや想像が しやすい と考えられ る。 この 日

常生活の中でのイメー ジを,実 際に授業 内で五感 を使い 「直接的」に確かめることで 「見

ている世界を広げ,深 めた」のだと考えた。 この 「間接的」な関わ りがあるものを 「直接

的」 に関わる機会を授業で与えることができるのは探究学習 の良 さだと示唆 された。

間接的に 日常生活 の中で関わっているものを,探 究 し五感 を使 い直接的に関わると 「対

象への概念変化」が生 じことは本研究か ら示唆 された。

3.「 身近 なもの」へ の認 識変化 を起 こす授 業の課題

本研究の目的として 「身近なもの」 を 「生活の中にあ り,見 た り,使 った りしているも

の」 としてとらえ,そ の意味について考察す ることとした。

筆者は,「 身近なもの」によって概念変化 と認識変化の両方が起 こると予想 していたが,

概念変化 は果たせた ものの 「身近なもの」への認識変化にまで及 ばないことが示唆 され,

この ことが課題 となった。今後は,こ の課題についてその原因を探る必要がある。 なお,

これ に似た例 として 「環境」「健康」「情報」 「国際」などの総合的 に広範な概念があ り,同

様に認識の変化についての課題があるよ うに思われる。
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